
特殊研究は1～3年次の3年間を通して行われる演習科目です。

●講義の概要
　研究テーマの決定、研究計画の作成、博士論文の作成など
において、クォリティの高い博士論文を完成するための指導
を行う。

●講義の到達目標
　修士論文における問題意識ならびに残された問題点、課題
を再確認した上で、博士論文のクォリティへ昇華することが
目標である。そのために、関連する文献の収集と批判的検討
を通じて自分の研究を位置づけ、オリジナリティを発揮出来
るように、研究を深化させることが求められる。

●講義計画
　 1 年次は研究テーマの決定、関連する先行研究の批判的検
討を行う。同時に、 2 年次はフィールド調査などを通じて課題
を明確するとともに、理論的フレームワークを精緻化してい
く。こうしたプロセスを経て、3年次には博士論文を完成させ
る。

●成績評価基準と方法
　設定した博士論文の目標とその到達度合いに関する評価に
基づき判定する。

●テキスト又は参考文献
　受講者の研究テーマに応じて、適宜指示する。

●受講上の留意点
　問題意識を明確にするとともに、博士論文のクォリティを
高めるためには、他の研究者との議論が不可欠である。積極
的に議論に参加することが、求められる。
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特殊研究は1～3年次の3年間を通して行われる演習科目です。

●講義の概要
　公共政策学、公共経営学の観点から地域政策を研究し、博
士論文を作成する上で必要な個別指導を行う。

●講義の到達目標
　受講生が、みずから設定した研究テーマについて、3年間で
独自性のある博士論文を完成させることを目標とする。

●講義計画
　概ね次のような受講生の研究プロセスに沿って必要な指導
を行う。
1年目
・みずからの研究テーマについて、3年間の調査研究計画を立
てる。
・研究テーマに関する文献・資料を収集し、先行研究を検討
する。
・研究テーマに応じた学会・研究会等への入会に努める。
・リサーチ・クエスチョンを明確化し、調査研究の焦点を絞る。
・1年間の研究成果を論文としてまとめ、報告し提出する。
2年目
・リサーチ・クエスチョンを発展させて具体的な仮説の設定
を行う。
・仮説を検証するための独自の分析枠組みを設定し、理論的
研究、実証的研究、あるいは両者の併用により証拠や調査デー
タを収集し、分析する。
・理論的研究、実証的研究等の成果を論文としてまとめ、報
告し提出する。
・研究成果をまとめた論文は、学会・研究会等でも報告し、
学会誌等へ投稿するよう努める。
3年目
・研究成果をとりまとめ、博士論文の主要な部分について学会・
研究会等で報告発表し、学会誌等に投稿する。
・中間論文報告会で研究成果を発表し、質疑に応答するとと
もに、コメント等を活かして論文を検討、改善する。
・学位申請論文を完成させる。

●成績評価基準と方法
［評価基準］
（1）博士論文作成に必要な、公共政策学あるいは公共経営学
に関する専門的な知識や表現力を習得しているか。

（2）受講生の問題関心に応じ、適切に研究テーマを設定し、
先行研究や関連文献を把握した上で、それらを批判的に検
討しているか。

（3）研究テーマに即した研究対象を選択し、独自の分析枠組
みを設定した上で、必要な理論的研究や実証的研究等を行っ
ているか。

（4）（2）・（3）に基づく研究成果を、逐次、学会・研究会等で
報告発表し、学会誌等へ投稿するなど客観的な評価を受け
ているか。

（5）研究成果をとりまとめ、博士の学位申請論文を完成でき
ているか。

［評価方法］
　 1 、 2 年目は、各年度の研究成果をまとめた論文（ 2 本）
を、 3 年目は、博士の学位申請を行い得る論文を、段階的、総
合的に評価する。

●テキスト又は参考文献
　受講生の研究テーマに即して、適宜案内、指導する。

●受講上の留意点
　計画的に調査研究と論文執筆を進め、独自性のある博士論
文を作成できるよう、集中し専念すること。
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